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証券コード 7862
平成29年6月8日

株主のみなさまへ
東京都港区東新橋一丁目7番3号
トッパン・フォームズ株式会社
代表取締役社長　坂田 甲一

第63回定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。
　さて、当社第63回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くださいますようご通知申しあげ
ます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面またはインターネットにより議決権を行使することができます。
　書面により議決権を行使される場合には、お手数ながら後記の「株主総会参考書類」（6頁から7頁）をご参照
くださいまして、同封の議決権行使書用紙に賛否をご表示いただき、平成29年6月28日（水曜日）午後6時まで
に到着するようご送付くださいますようお願い申しあげます。
　また、インターネットにより議決権を行使される場合には、同じく「株主総会参考書類」をご参照くださいま
して、後記の「インターネットによる議決権行使のご案内」（5頁）記載の方法により、平成29年6月28日（水
曜日）午後6時までに議決権の行使をお願い申しあげます。

敬　具

記

1．日　　時 平成29年6月29日（木曜日）午前10時

2．場　　所 東京都港区東新橋一丁目7番3号　トッパンフォームズビル1階ホール

3．会議の目的事項

報告事項
(1）第63期（平成28年4月1日から平成29年3月31日まで）事業報告、連結計算書類ならびに

会計監査人および監査役会の連結計算書類監査結果報告の件
(2）第63期（平成28年4月1日から平成29年3月31日まで）計算書類報告の件
決議事項
　第1号議案  剰余金処分の件
　第2号議案  取締役１名選任の件
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4．議決権の行使等
について

(1）代理人による議決権行使
株主総会にご出席いただけない場合、議決権を有する他の株主1名を代理人として株主総会
にご出席いただくことが可能です。ただし、代理権を証明する書面のご提出が必要となり
ますのでご了承ください。

(2）重複行使の取り扱い
書面とインターネットにより、重複して議決権を行使された場合は、インターネットによ
るものを有効な議決権行使として取り扱わせていただきます。
また、インターネットにより議決権行使を複数回された場合は、最後の議決権行使を有効
なものとして取り扱わせていただきます。

5．インターネット
開示について

当社は、法令および当社定款第17条の規定に基づき、添付書類のうち次に掲げる事項をイン
ターネット上の当社ホームページ（http://www.toppan-f.co.jp/）に掲載しておりますので、
本添付書類には記載しておりません。
(1）連結計算書類の連結注記表
(2）計算書類の個別注記表
なお、「連結注記表」および「個別注記表」は、監査役および会計監査人が監査報告書を作成
するに際して、連結計算書類および計算書類の一部として、併せて監査を受けております。

以上

当日ご出席の際は、お手数ながら同封の「議決権行使書用紙」を会場受付にご提出ください。
なお、株主でない代理人および同伴の方など、議決権を行使することができる株主以外の方はご入場できませんので、
ご注意ください。
また、資源節約のため、この「招集ご通知」をお持ちくださいますようお願い申しあげます。

本定時株主総会招集ご通知に掲載しております株主総会参考書類、事業報告、連結計算書類および計算書類に修正が生
じた場合は、インターネット上の当社ホームページ（http://www.toppan-f.co.jp/）に掲載いたしますのでご了承く
ださい。
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議決権の行使方法のご案内
議決権の行使方法は以下の方法がございます。

株主総会参考書類をご参照のうえ、議決権を行使くださいますようお願い申しあげます。

株主総会へ出席

同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出ください。
株主総会開催日時　平成29年6月29日（木）午前10時

議決権行使書を郵送

同封の議決権行使書用紙に賛否をご表示いただき、ご返送ください。
行使期限　平成29年6月28日（水）午後6時までに到着

インターネットによる行使
議決権行使サイト（http://www.evote.jp/）において
各議案に対する賛否をご入力ください。
行使期限　平成29年6月28日（水）午後6時まで

詳細は次頁をご参照ください。

ご不明な点についてのお問い合わせ

三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部

TEL.0120–232–711
通話料無料

【受付時間】午前9時〜午後5時（土日休日を除く）
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インターネットによる議決権行使のご案内

インターネットにより議決権を行使される場合は、下記事項をご確認のうえ、行使していただきますようお願
い申しあげます。
なお、当日ご出席の場合は、書面による議決権行使（議決権行使書の郵送）およびインターネットによる議決
権行使のお手続きは不要です。

1．議決権行使サイトについて
 

(1）インターネットによる議決権行使は、パソコン、スマー
トフォンまたは携帯電話から、当社の指定する議決権行
使サイト（http://www.evote.jp/）にアクセスしてい
ただくことによってのみ実施可能です。（ただし、毎日
午前2時から午前5時までは取り扱いを休止します。）

 

(2）パソコン、スマートフォンまたは携帯電話によるインター
ネットのご利用環境やご加入のサービス、ご使用の機種
によっては、議決権行使サイトがご利用できない場合が
あります。詳細、その他ご不明な点等がございましたら
下記ヘルプデスクにお問い合わせください。

2．インターネットによる議決権行使方法について
 

(1）議決権行使サイト（http://www.evote.jp/）において､
議決権行使書用紙に記載された「ログインID」および
「仮パスワード」をご利用いただき、画面の案内に従っ
て賛否をご入力ください。

 

(2）株主様以外の第三者による不正アクセス（「なりすま
し」）や議決権行使内容の改ざんを防止するため、ご利

用の株主様には、議決権行使サイト上で「仮パスワー
ド」の変更をお願いすることになりますのでご了承くだ
さい。

 

(3）株主総会の招集の都度、新しい「ログインID」および
「仮パスワード」をご通知いたします。

3．複数回にわたり行使された場合の議決権の取り扱い
 

(1）書面とインターネットにより、重複して議決権を行使さ
れた場合は、インターネットによるものを有効な議決権
行使として取り扱わせていただきます。

 

(2）インターネットにより議決権行使を複数回された場合
は、最後の議決権行使を有効なものとして取り扱わせて
いただきます。また、パソコン、スマートフォンと携帯
電話で重複して議決権を行使された場合も、最後に行使
された内容を有効として取り扱わせていただきます。

4．議決権行使サイトへのアクセスに際して発生する費用について
議決権行使サイトへのアクセスに際して発生する費用（イ
ンターネット接続料金等）は､株主様のご負担となります｡

議決権行使サイト システム等に関するお問い合わせ

http://www.evote.jp/

三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部（ヘルプデスク）

TEL.0120–173–027
通話料無料

【受付時間】午前9時〜午後9時

スマートフォン、携帯電話からの
アクセスはこちら
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第1号議案 剰余金処分の件

　当社は企業価値の持続的な向上を目指し、事業展開や事業拡大に必要な研究開発、合理化に向けた設備投資およ
び新規事業開拓のための成長戦略投資に重点的に利益を配分していくことを基本方針といたします。また、株主の
皆様に対する利益還元策につきましては、連結配当性向を重要な指標のひとつとし、継続的かつ安定的な配当を基
本としています。
　以上の基本方針に基づき、剰余金の処分につきましては、以下のとおりといたしたいと存じます。

期末配当に関する事項
① 配当財産の種類　　　金 銭
② 配当財産の割当に関する事項およびその総額

当社普通株式1株につき金12円50銭
配当総額 1,387,455,413円

株主の皆様の日頃のご支援にお応えするため、1株につき12円50銭とさせていただきたいと存じます。
なお、中間配当金として1株につき12円50銭をお支払いしておりますので、当期の年間配当金は1株に
つき25円となります。

③ 剰余金の配当が効力を生じる日
平成29年6月30日

6
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第2号議案 取締役１名選任の件

　当社の取締役増田俊朗氏と取締役福嶋賢一氏は本定時株主総会終結の時をもって、辞任いたします。つきまして
は、取締役１名の選任をお願いするものであります。
　なお、その任期につきましては、他の在任取締役の任期の満了する時までといたします。
　取締役候補者は次のとおりであります。

氏　名
（生年月日）

略歴、当社における地位、
担当および重要な兼職の状況

当社発行株式の
所有数

そ え

添
だ

田
 

　
ひ で

秀
き

樹
（昭和35年11月22日生）

6,659株

昭和59年 3月 当社入社
平成20年 4月 当社営業統括本部第八営業本部長
平成22年 4月 当社経営企画本部事業戦略部長
平成25年 4月 当社営業統括本部東京事業部第二営業本部長
平成26年 4月 当社執行役員営業統括本部東京事業部副事業部長
平成27年 6月 当社取締役営業統括本部東京事業部副事業部長
平成28年 4月 当社取締役営業統括本部東京事業部長
平成28年 6月 当社上席執行役員営業統括本部東京事業部長
平成29年 4月 当社上席執行役員営業統括本部本社事業部長

（現在に至る）

【取締役候補者とした理由】
　添田秀樹氏は、入社以来、主に営業部門において実績を示すと共に、経営企画部門の責任
者を務めるなど事業の推進役として業績向上のための豊富な経験と知見を有することから、
取締役として選任をお願いするものであります。

(注) 取締役候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。

以 上
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事業報告（平成28年4月1日から平成29年3月31日まで）

1．当社グループの現況に関する事項

(1) 事業の経過およびその成果
　当期におけるわが国経済は、マイナス金利政策による金融機関の収益への影響の他、企業収益の改善には一
部に足踏みの動きが見られましたが、全体としては緩やかな回復基調となりました。一方､英国のＥＵ離脱問
題、米国の政権交代などにより海外経済の不透明感はさらに高まり、不安定な状況で推移しました。
　ビジネスフォーム業界におきましては、企業の経費削減の徹底や競争の激化による受注価格の下落、ＩＴ
化･ネットワーク化の進展による紙媒体の需要減少や､人件費の上昇などにより､厳しい経営環境となりました。
　また標的型攻撃による個人情報漏えい事件などの影響もあり、情報セキュリティ対策の重要性がより一層高
まりました。
　このような状況の中、当社グループは持続的な成長の実現に向けて、国内においては、データ・プリント・
サービス（ＤＰＳ）を核としたビジネスプロセスアウトソーシング（ＢＰＯ）の受託拡大を図り、生産拠点の
さらなる拡充を行いました。新事業・新サービスの拡販へも注力し、企業における帳票の運用管理を紙と電子
の両面からトータルにサポートする「ＥＦＭＳ（Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ Ｆｏｒｍ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｓｅ
ｒｖｉｃｅ）」を推進しました。電子マネー決済関連ソリューションではアミューズメント業界大手やドラッ
グストアチェーンに加え、大手インターネットサービス企業が提供する実店舗向け決済サービスでの採用が決
定するなど、収益化に向けた事業基盤の拡充が進みました。
　また中長期的な成長ビジョンの実現に向けてＩＴ投資に取り組むとともに、積極的な事業投資を検討しまし
た。この活動の一環として、最先端のＡＩ研究を活用して技術開発を行う日本発のスタートアップ企業である
株式会社Ｃｏｇｅｎｔ Ｌａｂｓとの資本・業務提携を行いました。併せて機械化による生産性向上や内製化
などによる製造コストのさらなる削減を推進し、収益力の強化に努めました。
　海外においては、香港に新たな製造拠点を開設し、ＤＰＳならびにＢＰＯの受託体制を拡充するなど、シン
ガポールも含めた市場の深耕を図りました。 さらに、ベトナムへも新たな拠点を開設するとともに、タイの
データ・プロダクツ・トッパン・フォームズ社との連携によるＡＳＥＡＮ市場の開拓に努めました。またマレー
シアやスリランカなどの関連会社との連携を強化しました。
　以上の結果、前連結会計年度に比べ売上高は5.7％減の2,577億円、営業利益は30.7％減の94億円、経常利
益は31.0％減の100億円、親会社株主に帰属する当期純利益は37.2％減の58億円となりました。

　部門別の概況は次のとおりであります。
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印刷事業
　ビジネスフォームでは、システム改定に伴う帳票改訂業務を一括で受託する企画・提案や、科学的アプロー
チによる印刷物の改善提案、海外市場における新たなニーズの取り込みを図りましたが、電子化に伴う需要量
の減少、製品仕様の簡素化による単価下落の影響などにより、前年から減収となりました。
　ＤＰＳは、プリント業務一括アウトソーシングや、自治体や金融機関などからのＢＰＯ受託が堅調に増加し
ました。さらに、コスト競争力のある製品開発による各種通知物の市場深耕や、デジタル印刷技術を活用した
パーソナル印刷物の拡販などを図りましたが、企業の経費削減に伴う数量減や価格ダウン、マイナンバー関連
を含む一部得意先における大型案件の縮小などの影響により、前年から減収となりました。
　情報通信技術（ＩＣＴ）は、海外市場における金融系カードの需要減の影響はあったものの、国内における
カードおよび関連機器の他、製造業や医療分野で進むＩｏＴ（モノのインターネット） の導入に伴うＩＣタ
グの拡販や、スマートフォンを活用したソリューションを推進しました。さらに電子マネー決済関連ソリュー
ションの貢献などにより、前年から増収となりました。
　なお製造コストの削減は順調に推移したものの、拡販に取り組んでいる新サービス「ＥＦＭＳ」の開発強化
に伴う先行的なＩＴ費用の増加などにより、営業利益における収益性は低下しました。

　以上の結果、印刷事業では前年に比べて減収減益となりました。

商品事業
　サプライ品は、セキュリティや防災関連商品の拡販や、運輸・流通業界をターゲットとした高機能保冷剤な
どの開発商品の販売を推進しましたが、低差益案件の見直しなどにより、前年から減収となりました。
　事務機器関連では、法制度改正に対応したセキュリティ関連機器やインバウンドニーズに対応したサイネー
ジなど、高付加価値商品の拡販を図りましたが、アウトソーシングの進展に伴う事務機器需要の減少、香港市
場における低差益案件の見直しや、為替の影響などにより、前年から減収となりました。
　システム運用受託につきましては、ネットワーク管理など付加価値の高い技術領域への受託範囲の拡大を図る
とともに、金融およびＩＴ企業などからの受託拡大や新規案件の取り込みにより、前年から増収となりました。
　なお、サプライ品における仕入先や販売価格の見直し、付加価値の高い事務機器の拡販などにより、営業利
益における収益性は向上しました。

　以上の結果、商品事業では前年に比べて減収増益となりました。
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(セグメント別売上高)

区　分
前　期 当　期 増　減

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 増減額（百万円） 増減率（％）

印刷事業 212,859 77.9 200,817 77.9 △12,042 △5.7

（内DPS） (119,492) (43.7) (109,357) (42.4) (△10,135) (△8.5)

（内ICT） (19,591) (7.2) (20,140) (7.8) (549) (2.8)

商品事業 60,357 22.1 56,916 22.1 △3,440 △5.7

合　計 273,217 100.0 257,734 100.0 △15,483 △5.7
(売上高構成比)

商品事業
22.1％

（印刷）
27.7％（ICT）

7.8％
（DPS）
42.4％

印刷事業
77.9％

(2) 資金調達の状況
　当期の所要資金は主として事業収入および自己資金で賄いました。

(3) 当社グループの設備投資の状況
　当期のグループ設備投資の総額は62億円でした。ＤＰＳ分野では、生産性向上のため高速フルカラープリ
ンターを増設しました。また、首都圏製造体制整備のため城東センターの移転を行いました。
　商品分野ではWeb購買システムの更新を行い機能改善を図りました。

(4) 当社グループの対処すべき課題
　当社グループの主力事業であるビジネスフォーム、ＤＰＳは、顧客業務のＩＴ化・ネットワーク化による構
造的な変化が進んでおります。
　こうした事業環境の変化に対応し、持続的な成長を実現していくため、当社グループでは次の４つを経営課
題とし、重点的に取り組んでまいります。
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　1.事業ポートフォリオの再構築による経営資源配分の最適化
　当社グループの事業を再編し、成長余地の大きい分野へ経営資源の集中を図ります。 具体的には、
①ＤＰＳとデジタルソリューションを中心に据え、ＢＰＯ、ビジネスフォームなど、紙とＩＴの領域のさ
まざまなサービスを組み合わせることで、企業の業務ワークフローと顧客コミュニケーションをトータル
にサポートする「デジタルハイブリッド事業」、②高い収益性が期待されるペイメントサービスとシステ
ム運用受託に加え、ＲＦＩＤを中心としたＩｏＴ関連、カード関連を含めた「ＩＴイノベーション事業」、
③付加価値が高い情報機器や開発商品を中心に、サプライ品を含めた「ビジネスプロダクト事業」、④タ
イ・香港・シンガポールのさらなる深耕に加え、高い成長性が見込まれるＡＳＥＡＮを中心に事業拡大を
目指す「グローバル事業」の４つに区分し、事業の成長を促進いたします。

　2.新事業・新サービスの創出・育成
　今期からの２カ年を持続的な成長基盤を構築するための事業投資・構造改革フェーズと位置づけ、従
来の事業領域にとらわれず新たな価値や需要を創造するフロンティアビジネスへの挑戦を加速します。
具体的には、資本・業務提携を行った株式会社アスコエパートナーズとの連携強化による自治体業務効
率化モデルの構築や、スポーツ・ヘルスケア領域におけるパーソナルデータの管理・活用モデルの開発、
ＩｏＴ・ＦｉｎＴｅｃｈ・ＡＩなど最新の技術領域における取り組みを推進してまいります。

　3.収益構造の強化
　グループ企業の再編や生産拠点のさらなる集約、業務プロセスの改革による事務の効率化や人員配置の
最適化など、製造・販売の両面において、生産性の向上とコスト削減に向けた取り組みを強化してまいり
ます。併せて、当社グループの強みである紙とＩＴを組み合わせたソリューションの展開による高付加価
値化を推進し、収益性を高めてまいります。

　4.革新を生み出す企業風土のさらなる醸成
　挑戦を促す制度改革と支援体制の充実を図り、幅広い見識を兼ね備えた経営感覚に優れた人材を育成
し、革新を生み出す企業風土のさらなる醸成を進めてまいります。

　また当社グループは、さまざまなステークホルダーを強く意識した企業活動を通じて、企業としての社会的
責任を果たしてまいります。
　地球環境の保全への取り組みとしては、環境マネジメントシステム（ＥＭＳ）を推進し、事業活動における
環境負荷の低減を図るとともに、環境配慮型製品の開発・提供を通じて環境保全に貢献してまいります。
　コンプライアンス、リスクマネジメントにつきましては、専門部署を中心とした全社的な教育や専門委員会
などの運営により、法令遵守・情報セキュリティ施策・事業継続計画などの実効性を高める活動を継続的に推
進してまいります。

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申しあげます。
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(5) 直前3事業年度の財産および損益の状況

区　分
第60期 第61期 第62期 第63期

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度
（当連結会計年度）

売上高 百万円 261,410 265,886 273,217 257,734
経常利益 百万円 13,309 13,432 14,592 10,065
親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 7,321 7,835 9,360 5,876
1株当たり当期純利益 円 65.96 70.59 84.33 52.94
総資産 百万円 208,004 224,358 228,611 224,357
純資産 百万円 155,308 163,916 165,784 169,220
1株当たり純資産 円 1,393.46 1,457.40 1,475.11 1,504.19

(6) 重要な親会社および子会社の状況（平成29年3月31日現在）
①親会社との関係
　当社の親会社は凸版印刷株式会社であり、当社の議決権を60.7％保有しております。当社と親会社の間に
は製品の売買取引があります。これらの取引条件につきましては、一般的に行われている取引条件と同一の基
準を基本とし、市場価格を勘案したうえで合理的な判断に基づき、公正かつ適正に決定しております。当社取
締役会としては、当事業年度における親会社等との間の取引は、適正な条件により行われており、当社の利益
を害さないものと判断しております。
②重要な子会社の状況

会 社 名 資 本 金 議決権比率 主要な事業内容
トッパン・フォームズ・セントラルプロダクツ株式
会社 100百万円 100.0％ ビジネスフォームの製造

トッパン・フォームズ東海株式会社 100百万円 100.0％ ビジネスフォームの製造
トッパン・フォームズ・オペレーション株式会社 100百万円 100.0％ コンピュータの運用・管理、プログラムの開発
テクノ・トッパン・フォームズ株式会社 100百万円 100.0％ フォーム処理機器類の販売および保守
トッパン・フォームズ・サービス株式会社 50百万円 100.0％ 製品の配送および保管
トッパン・フォームズ関西株式会社 50百万円 100.0％ ビジネスフォームの製造
トッパン・フォームズ西日本株式会社 30百万円 100.0％ ビジネスフォームの製造
山陽トッパン・フォームズ株式会社 50百万円 100.0％ ビジネスフォームの製造
株式会社トスコ 100百万円 69.7％ ソフトウェアの開発
TFペイメントサービス株式会社 810百万円 80.5％ インターネットを利用した情報処理サービス・決済処理業務

株式会社ジェイ エスキューブ 100百万円 100.0％ ドキュメントアウトソーシング事業、機器ソリューション事業
およびスタッフサービス事業

(次ページに続く)
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(前ページより続く)

会 社 名 資 本 金 議決権比率 主要な事業内容
トッパン・フォームズ（香港）社 94百万HK＄ ＊100.0％ ビジネスフォームの製造および販売
トッパン・フォームズ（シンガポール）社 1,226千S＄ ＊100.0％ 機器部品の販売ならびにビジネスフォームの製造および販売
データ・プロダクツ・トッパン・フォームズ社 134百万バーツ ＊48.0％ ビジネスフォームの製造ならびにカードの製造・発行

(注) 1．＊印は、当社の子会社が所有する株式を含んだ比率となっております。
2．データ・プロダクツ・トッパン・フォームズ社につきましては、当社の議決権比率は48.0％ですが、過半数の取

締役を当社が指名するため、支配力基準により連結対象子会社となります。
3．平成29年4月1日を効力発生日として、株式会社ジェイ エスキューブを吸収合併存続会社、テクノ・トッパン・フ

ォームズ株式会社を吸収合併消滅会社とする吸収合併をしました。
4．平成29年4月1日を効力発生日として、トッパン・フォームズ関西株式会社を吸収合併存続会社、山陽トッパン・

フォームズ株式会社を吸収合併消滅会社とする吸収合併をしました。

③企業結合の成果
　連結対象子会社は上記の重要な子会社14社を含む22社、持分法適用会社は3社であります。
　当連結会計年度の売上高は257,734百万円と前連結会計年度に比べ15,483百万円（5.7％減）の減少とな
りました。親会社株主に帰属する当期純利益は5,876百万円と前連結会計年度に比べ3,484百万円（37.2％
減）の減少となりました。

(7) 主要な事業内容（平成29年3月31日現在）
区　分 主要営業品目

印刷事業

連続フォーム、シートフォーム、応用用紙、統一伝票、封筒、カタログ、パンフレット、チラシ、データ・プリント・サ
ービス（DPS）、ビジネスプロセスアウトソーシング（BPO）、カード、IC関連製品、電子メディア関連業務（電子ドキ
ュメント、ウェブシステムなど）の受託、インターネットを利用した情報処理サービス・決済処理業務、情報処理システ
ムの開発受託、情報処理・情報発信の処理受託、運送取扱業、倉庫業など

商品事業
フォーム処理機・事務機器、システム機器、カード機器、紙製品（PPC用紙、タック紙・ラベル、デザインストック製
品）、各種プリンター用サプライ、各種磁気メディア、設備・備品、情報処理に関するシステム設計・開発、プログラミ
ング、オペレーションなど
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(8) 主要な事業所（平成29年3月31日現在）
名　称 所　在

本　社 東京都港区

国内事業所

営業統括本部・東京事業部・首都圏事業部 東京都港区
製造統括本部 東京都港区
東日本事業部 宮城県仙台市
中部事業部 愛知県名古屋市
関西事業部 大阪府大阪市
西日本事業部 福岡県福岡市

国内研究所 中央研究所 東京都八王子市

国内子会社

トッパン・フォームズ・セントラルプロダクツ株式会社 東京都八王子市
トッパン・フォームズ東海株式会社 静岡県浜松市
トッパン・フォームズ・オペレーション株式会社 東京都港区
テクノ・トッパン・フォームズ株式会社 東京都江東区
トッパン・フォームズ・サービス株式会社 埼玉県所沢市
トッパン・フォームズ関西株式会社 大阪府三島郡
トッパン・フォームズ西日本株式会社 熊本県玉名市
山陽トッパン・フォームズ株式会社 広島県東広島市
株式会社トスコ 岡山県岡山市
TFペイメントサービス株式会社 東京都港区
株式会社ジェイ エスキューブ 東京都江東区

海外子会社
トッパン・フォームズ（香港）社 中国香港
トッパン・フォームズ（シンガポール）社 シンガポール
データ・プロダクツ・トッパン・フォームズ社 タイ

(9) 従業員の状況（平成29年3月31日現在）
①当社グループの従業員の状況

従業員数 前期末比増減
11,673名 376名減

(注) 上記従業員数には臨時従業員1,891名（パートタイマー、アルバイト）を含んでおりません。

②当社の従業員の状況
従業員数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数
1,897名 18名増 43.4歳 19.1年

(注) 上記従業員数には臨時従業員344名（パートタイマー、アルバイト）を含んでおりません。

(10) 主要な借入先（平成29年3月31日現在）
該当する借入先はありません。
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2．会社の株式に関する事項
(1) 株式の状況（平成29年3月31日現在）

①発行可能株式総数 400,000,000株
②発行済株式の総数 115,000,000株
(注) 発行済株式の総数には、自己株式（4,003,567株）が含まれております。

③株主数 7,277名

(2) 大株主（上位10名）
株 主 名 当社への出資状況

持株数（千株） 持株比率（％）
凸版印刷株式会社 67,419 60.7
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 4,879 4.4
日本マスタートラスト信託銀行株式会社 3,494 3.1
トッパンフォームズグループ従業員持株会 2,086 1.9
BNP PARIBAS SECURITIES SERVICES 
LUXEMBOURG/JASDEC/HENDERSON HHF SICAV 1,901 1.7

CBNY-GOVERNMENT OF NORWAY 1,521 1.4
資産管理サービス信託銀行株式会社 1,325 1.2
STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 505001 1,191 1.1
CHASE MANHATTAN BANK GTS CLIENTS ACCOUNT ESCROW 1,118 1.0
NORTHERN TRUST CO.(AVFC) RE IEDU UCITS CLIENTS NON LENDING 
15 PCT TREATY ACCOUNT 1,027 0.9

(注) 1．当社が期末において保有している自己株式4,003千株については、上記の表から除外しております。
また、持株比率は自己株式4,003千株を控除して計算しております。

2．上記所有株式数のうち、信託業務にかかる株式数は次のとおりであります。
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 4,879千株
日本マスタートラスト信託銀行株式会社 3,494千株
資産管理サービス信託銀行株式会社 1,325千株

3．会社の新株予約権等に関する事項
(1) 当事業年度末日における会社役員が保有する新株予約権の状況

該当ありません。

(2) 当事業年度中に従業員等に対して交付した新株予約権の状況
該当ありません。
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4．会社役員に関する事項

(1) 取締役および監査役の状況（平成29年3月31日現在）
会社における地位 氏　名 担当および重要な兼職の状況
代表取締役会長 櫻井    醜
代表取締役社長 坂田  甲一
専務取締役 増田  俊朗 ＩＴ部門担当、トッパン･フォームズ･オペレーション株式会社、株式会社トスコ、

株式会社ジェイ エスキューブ担当､ＴＦペイメントサービス株式会社代表取締役社長

専務取締役 亀山    明 ビジネスサービス部門担当兼製造統括本部長
常務取締役 福嶋  賢一 営業統括本部長
常務取締役 浜田  光之 コーポレートスタッフ部門担当 および内部監査室担当兼経営企画本部長
取　締　役 足立  直樹 凸版印刷株式会社代表取締役会長
取　締　役 ルディー和子 社外取締役（独立役員）、株式会社セブン＆アイ・ホールディングス社外監査役
取　締　役 天野  秀樹 社外取締役（独立役員）、花王株式会社社外監査役、公認会計士
取　締　役 福島啓太郎 財務本部長
取　締　役 岡田  康宏 営業統括本部関西事業部長、山陽トッパン・フォームズ株式会社代表取締役社長
監　査　役 堀    喬一 （常勤）
監　査　役 木下  德明 社外監査役（独立役員）、公認会計士
監　査　役 佐久間國雄 東洋インキSCホールディングス株式会社取締役会長 および凸版印刷株式会社社外

取締役
監　査　役 尾畑亜紀子 社外監査役（独立役員）、弁護士

 
(注) 1．取締役ルディー和子氏、天野秀樹氏は会社法第2条第15号に定める社外取締役であり、監査役木下德明氏、尾

畑亜紀子氏は会社法第2条第16号に定める社外監査役であります。
取締役ルディー和子氏、天野秀樹氏、および監査役木下德明氏、尾畑亜紀子氏は、株式会社東京証券取引所の
定めに基づく独立役員であります。

2．監査役堀喬一氏は、当社の経理部門や監査部門での経験が豊富であり、財務および会計に関する相当程度の知
見を有しております。

3．監査役木下德明氏は、公認会計士としての長年の経験から財務および会計に関する相当程度の知見を有してお
ります。

4．取締役ルディー和子氏、天野秀樹氏の重要な兼職の状況等は、後記「５．社外役員等に関する事項」に記載し
ております。

5．平成28年6月29日開催の第62回定時株主総会において､新たに天野秀樹氏が取締役に選任され同年7月1日に
就任いたしました。
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6．事業年度中に退任した取締役は次のとおりであります。
退任時の地位 氏　名 退任事由 退任年月日

取締役副社長 前田　幸夫 任期満了 平成28年6月29日
常務取締役 金子　俊明 任期満了 平成28年6月29日
取  締  役 伊藤　博史 任期満了 平成28年6月29日
取  締  役 丘　　明陽 任期満了 平成28年6月29日
取  締  役 添田　秀樹 任期満了 平成28年6月29日

7．取締役の役職の異動は次のとおりであります。
氏　名 新 旧 異動年月日

櫻井　　醜 代表取締役会長 代表取締役社長 平成28年6月29日
坂田　甲一 代表取締役社長 専務取締役 平成28年6月29日
浜田　光之 常務取締役 取  締  役 平成28年6月29日

(2) 取締役および監査役の報酬等の総額
区　分 支給人員 支 給 額

取 締 役（うち社外） 16名(2名) 408百万円(14百万円)
監 査 役（うち社外） 4名(3名) 39百万円(17百万円)

合　　計 20名 448百万円

(注) 1．取締役の支給額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。
2．取締役の報酬限度額は、平成19年6月28日開催の第53回定時株主総会において年額4億5,000万円以内（うち

社外取締役2,000万円以内）とする固定枠と当期連結営業利益の1％以内とする変動枠の合計額以内（ただし、
使用人分給与は含まない）と決議いただいております。

3．監査役の報酬限度額は、平成20年6月27日開催の第54回定時株主総会において年額7,000万円以内と決議い
ただいております。

4．取締役および監査役の員数および報酬には、平成28年6月29日開催の第62回定時株主総会終結の時をもって
退任した取締役5名ならびにこれらの者に対する報酬を含めております。

5．平成18年5月26日開催の取締役会の決議により役員退職慰労金制度を廃止し、平成18年6月29日開催の第52
回定時株主総会において、同株主総会終結後引き続いて在任する取締役および監査役に対しては、役員退職慰
労金制度廃止までの在任期間に対応する役員退職慰労金を各氏の退任時に贈呈することを決議しております。
当事業年度中において役員退職慰労金の支給はありません。

6．役員の報酬等の額の決定に関する方針
取締役の報酬については、株主総会の決議により定められた報酬総額の範囲内で、役位別の基本報酬基準額を
ベースとして、業績および経営に対する貢献度等を総合的に勘案して決定しております。また、長期業績連動
報酬の性格を持たせるため、常勤取締役の月額報酬の一部を自社株式取得を目的とする報酬とし、役員持株会
を通じた自社株購入に充当しております。
監査役の報酬については、株主総会の決議により定められた報酬総額の範囲内で、監査役の協議によって決定
しております。
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(3) 責任限定契約の概要
　社外取締役ルディー和子氏、天野秀樹氏と社外監査役木下德明氏、尾畑亜紀子氏、および監査役佐久間
國雄氏と当社との間では、会社法第427条第1項の規定に基づき、同法第423条第1項の損害賠償責任を限
定する契約を締結しております。
　当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が定める額としております。

5．社外役員等に関する事項

(1) 他の法人等との重要な兼職の状況および当社と当該法人等との関係
　取締役ルディー和子氏は、株式会社セブン＆アイ・ホールディングスの社外監査役を兼職しております。
当社は同社グループと営業取引があります。
　取締役天野秀樹氏は花王株式会社の社外監査役を兼職しております。当社は同社と営業取引があります。

(2) 親会社または親会社の子会社から当事業年度において役員として受けている報酬等の総額
　監査役佐久間國雄氏は、社外役員であった期間（平成28年4月1日より同年6月29日まで）において凸版
印刷株式会社から役員の報酬等として330万円を受けております。

(3) 当事業年度における主な活動状況

区　分 氏　名 取締役会
出席回数

監査役会
出席回数 主な活動状況

取 締 役 ルディー和子
15回開催中
14回出席
（93％）

－
マーケティング論の専門家としての豊富な経験と知識や培われ
た見識から、経営判断の場において適宜質問と意見を述べており
ます。

取 締 役 天野  秀樹
10回開催中
10回出席
（100％）

－ 会計士としての豊富な経験で培われた高い見識から、経営判断の
場において、適宜質問と意見を述べております。

監 査 役 木下  德明
15回開催中
13回出席
（87％）

15回開催中
15回出席
（100％）

会計士として、財務会計に関する幅広い見識から、報告事項や決
議事項について、適宜質問と意見を述べております。

監 査 役 尾畑亜紀子
15回開催中
12回出席
（80％）

15回開催中
14回出席
（93％）

法律の専門家としての豊富な経験と高い見識に基づき、報告事項
や決議事項について、適宜質問と意見を述べております。
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6．会計監査人の現況

(1) 名称
PwCあらた有限責任監査法人

(2) 報酬等の額
支 払 額

当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 65百万円
当社および当社の子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 69百万円

(注) 1．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬
等の額を区分しておらず、実質的にも区分できないため、当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額に
はこれらの合計額を記載しております。

2．当社は、会計監査人に対して、公認会計士法第2条第1項の業務以外の業務（非監査業務）である「国内子会社
に対する財務アドバイザリー業務」を委託し対価を支払っております。

(3) 会計監査人の報酬等について監査役会が同意をした理由
　監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況および報酬見積りの算出根拠など
が適切であるかどうかについて必要な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬等の額について同意の判断
をいたしました。

(4) 会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　当社では、会計監査人が会社法第340条第1項各号のいずれかに該当すると認められる場合は、監査役全
員の同意により、監査役会が会計監査人を解任することができるものとします。
　また、監査役会は、会計監査人の職務執行に支障ある場合等その必要があると判断した場合には、会計
監査人の解任または不再任に関する議案を決定し、取締役会は、当該決定に基づき、当該議案を株主総会
に提出することといたします。

(5) 責任限定契約の概要
　締結しておりません。

(6) 辞任または解任された会計監査人（株主総会の決議によって解任されたものを除く）に関する事項
　該当ありません。
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7．業務の適正を確保するための体制および運用状況の概要
　当社が「取締役の職務の執行が法令および定款に適合していることを確保するための体制その他株式会社の業
務の適正を確保するための体制（内部統制システム）」として決議した事項は、次のとおりであります。

内部統制システム構築に関する基本方針

1．基本方針
　当社は、社会益、会社益、個人益からなる企業理念である「三益一如」の下、総合情報管理サービス企
業として社会からの信頼をより強固なものにするとともに、株主をはじめとするステークホルダーの満足
度を高めるため、さらなる企業価値・株主価値の向上を目指している。そのために、全ての事業活動を自
ら監視し、統制する仕組みを構築し、運用を通じて継続的な改善を図っていくことが最も重要であると認
識している。
　当社はこれらの達成に向けて会社法及び会社法施行規則に基づき、当社及び子会社の業務執行に関する
体制および監査に関する体制を以下のとおり整備し、その実現を図る。

2．業務執行に関する体制
(1) 取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

　当社は、監査役会設置会社とし、取締役会の監督機能と監査役の監査機能を通じて、取締役の業務執
行の適法性を確保する。
　取締役会は、法令、定款及び「取締役会規則」に従ってこれを運営し、取締役は取締役会の決議に基
づいて職務を執行することにより、適法性を確保する。また、取締役は反社会的勢力と一切の関係を持
たず、不当要求に対しては毅然とした対応をとる。
　監査役は、法令、定款及び「監査役会規則」に基づき取締役の業務執行の適法性を監査する。

(2) 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
　当社は、取締役の職務執行に係る情報について、法令、「取締役会規則」並びに「情報セキュリティ
基本方針」及び「情報セキュリティ管理規程」に基づき適切に保存し、管理する。
　取締役及び監査役は、これらの情報を必要なときに閲覧できる。
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(3) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　当社は、当社及び子会社を取巻くさまざまなリスクを予見しそのリスクがもたらす経営的損失を予防
するとともに、そのリスクが具体的な経営危機に発展した場合においても被害の最小化、再発防止策等
を効果的に講ずるため、「トッパンフォームズグループリスクマネジメント規程」を制定している。
　具体的には、リスクマネジメント担当取締役を委員長とする全社統括RM委員会の下に、リスクカテ
ゴリーごとの全社横断的なRM専門委員会と各事業部・子会社単位の組織別RM委員会を設け、それぞ
れが連携し、個別リスクに対応したマニュアルやガイドライン等を作成し、教育・研修等を通じてその
周知徹底を図っている。
　また、万一不測の事態が発生した場合は、被害の最小化を図るため本社内に緊急事態対策本部を設け、
速やかに情報収集を行うとともに、被害の最小化を図るための対応策を決定し、その実施を統括する。

(4) 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
　当社は、取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するために、取締役会を毎月及び必要に
応じて随時開催するとともに、経営上重要な案件を審議する経営会議、並びに経営課題及び事業戦略を
討議・共有する役員会を定期的に開催し、経営の意思決定の迅速化と効率的な事業の運営を行う。
　また、取締役、従業員が共有する全社的な経営目標（年度計画、中期経営計画）を定め、その達成の
ため事業部制を導入し、各事業部業績目標と実績を毎月開催される役員会においてレビューし、目標達
成を阻害する要因を分析し、その要因を排除・低減する改善を促すことにより、目標達成の確度を高め
るとともに、全社的に各業務プロセスにおけるＩＴ化を積極的に推進し、業務の効率性を高める。

(5) 従業員の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
　当社は、コンプライアンス基本規程として「トッパンフォームズグループ行動指針」を定め、この周
知徹底を図ることで従業員の職務執行の適法性を確保する。そのために、全社統括RM委員会のもとに
コンプライアンス委員会を設置し、総務本部とともに、法令遵守と企業倫理の確立を図る。さらに、各
職場における行動指針の浸透を図るため、全社的にコンプライアンス推進リーダーを配置し、各職場に
おける浸透活動を推進する。また、コンプライアンスの一環として、「反社会的勢力排除に関する基本
方針」を定め、反社会的勢力の排除及び不当な要求の拒絶のための体制を確保する。
　また、事業部門から独立した内部監査部門として内部監査室を設置し、定期的に各事業部における業
務執行状況を監査し、その結果を代表取締役、担当取締役及び監査役会に適時報告する。
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　さらに、法令違反の早期発見と迅速かつ適切な対応を行うため、「トッパンフォームズグループ内部
通報規程」に従い「企業倫理ホットライン」を設置する。

(6) 当社並びにその親会社及び子会社からなる企業集団における業務の適正を確保するための体制
　当社は、グループとしての業務の適正を確保するため「国内関係会社管理規程」及び「海外関係会社
管理規程」を策定し、この規程に則った経営を推進する。
　また、関係会社社長との会議を定期的に開催し、情報の共有化を図るとともに、グループとしてのコ
ンプライアンス体制の整備と経営の効率化に努める。
　さらに、当社は方針説明会等により、グループ会社の経営方針及び事業の状況について定期的な検討
を行い、適正かつ効率的なグループ経営を実施する。
　なお、当社は、親会社の企業理念を共有しつつ、親会社と親会社以外の株主の利益が実質的に相反す
るおそれのある親会社との取引その他の施策を実施するにあたっては、必ず取締役会に付議の上、決定
する。

3．監査に関する体制
(1) 監査役がその職務を補助すべき従業員を置くことを求めた場合における当該従業員に関する事項

　当社は、監査役会が、職務を補助すべき従業員を求めた場合は、監査役会と協議の上、必要に応じて
監査業務を補助する従業員を配置する。当該従業員の人選等は、監査役会の意見を尊重する。また、監
査役会と内部監査部門である内部監査室との間で定期的に情報連絡会を開催し、内部監査機能の充実を
図ることで監査役会の監査機能を強化する。

(2) 監査役の職務を補助すべき従業員の取締役からの独立性に関する事項
　前号に基づき監査業務を補助する従業員を配置した場合、当該従業員の指揮命令権は監査役会に属す
るものとする。また、当該従業員の人事処遇にあたっては、監査役会の意見を尊重する。

(3) 取締役及び従業員が監査役に報告をするための体制その他監査役への報告に関する体制

　監査役会は、代表取締役と定期的に会合を持ち、経営課題、監査役監査の環境整備の状況、監査上の
重要課題等について意見交換を行うとともに、法令の定める事項のほか代表取締役との協議により定め
た報告すべき事項について、取締役から報告を受けることとする。
　また、監査役会は、いつでも取締役及び従業員に対して事業の報告を求めることができる。
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(4) その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
　監査役は、監査のために必要となる会議に出席し、経営の適法性や効率性について監査するととも
に、関係会社監査役会を定期的に開催し、グループとしての監査役監査の実効性を高める。
　さらに、監査役は、会計監査人や内部監査部門と定期的な会合を持つなど、緊密な連携を図る。
　また、必要に応じて会計監査人、弁護士、その他外部の専門家の意見を聞き情報交換を行うなど、連
携を図ることができる。

上記業務の適正を確保するために必要な体制の運用状況の概要は以下のとおりであります。

コンプライアンス体制
・コンプライアンス委員会を設置しており、全社のコンプライアンス意識の徹底を図っています。全社

対象の法務教育や発注部門に対する教育を実施し、独占禁止法や下請法など必要な重要法令について
の認識も高めています。

・内部監査室では、業務監査およびJ-SOXの観点からの監査を行っており、その結果は都度社長に報告
され、必要な改善が図られています。

リスクマネジメント体制
・当期においても全社統括ＲＭ委員会は毎月開催され、全社的なリスク管理の推進を図っています。
・ＲＭ専門委員会はそれぞれテーマ毎に活動し、その内容は全社統括ＲＭ委員会で報告が行われ承認を

受けています。また、グループ会社においても組織別ＲＭ委員会を構成し活動を展開しています。

効率的業務執行体制
・当期は取締役会を15回開催し、併せて月1回経営会議および執行役員会議を開催いたしました。ま

た、営業本部長会議、主力工場長会議等を通じて、営業、製造に関する実績や計画の共有、および施
策についての検討を実施しています。

・業務のＩＴ化については、顧客管理・営業支援システムの強化により営業情報の共有化・効率改善・
成約率の向上を推進しています。
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グループ管理体制
・経営企画本部、財務本部を中心にグループ会社の管理体制を構築し、管理規程に基づき適切に報告・

協議・決議を行っています。
・グループ会社とは年度末に開催される次年度損益計画を策定する会議において、経営方針・経営計画

について検討が行われ、また、期中の報告会議においてその進捗の報告・見直しがなされています。

監査役関連体制
・監査役は取締役会をはじめとする重要な会議に出席し、また、グループ各社との関係会社監査役会を

定期的に開催しており、経営上重要な事項に関する報告を受けるとともに意見交換を行っています。
・監査役は代表取締役と定期的に会合を持ち、経営方針、経営計画、会社の対処すべき課題、監査役監

査の環境整備の把握、監査上の重要課題等について意見交換を行っています。
・監査役は全取締役、執行役員と面談を行い､また、従業員に対して適宜事業の報告を求めています。
・監査役は内部監査室と毎月定例連絡会を開催し、監査実施状況の報告を受けるとともに、内部統制シ

ステムの運用状況について連携して検証を進めています。
・監査役は会計監査人から年9回、会計監査・内部統制等について報告を受けています。

(注) 1．本事業報告中の記載金額は、単位未満切捨により表示しております。
2．本事業報告中の千株単位の株式数は、千株未満切捨により表示しております。
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連結貸借対照表（平成29年3月31日現在） (単位：百万円)

資産の部
流動資産 124,544

現金及び預金 58,919
受取手形及び売掛金 45,745
有価証券 402
商品及び製品 7,989
仕掛品 1,083
原材料及び貯蔵品 2,480
前払費用 1,753
繰延税金資産 2,135
その他 4,263
貸倒引当金 △ 227

固定資産 99,812
有形固定資産 68,961
建物及び構築物 32,984
機械装置及び運搬具 9,007
工具、器具及び備品 3,172
土地 23,297
リース資産 175
建設仮勘定 325

無形固定資産 5,762
のれん 670
その他 5,091

投資その他の資産 25,088
投資有価証券 19,643
長期貸付金 4
長期前払費用 146
敷金及び保証金 1,336
保険積立金 1,885
繰延税金資産 1,578
その他 650
貸倒引当金 △ 157

資産合計 224,357

負債の部
流動負債 49,351

支払手形及び買掛金 18,287
電子記録債務 12,476
短期借入金 161
未払金 1,820
未払費用 5,375
未払法人税等 1,425
未払消費税等 826
賞与引当金 4,726
役員賞与引当金 60
資産除去債務 32
設備関係支払手形 332
営業外電子記録債務 1,508
その他 2,318

固定負債 5,784
繰延税金負債 314
退職給付に係る負債 4,330
役員退職慰労引当金 167
資産除去債務 819
その他 152

負債合計 55,136

純資産の部
株主資本 164,816

資本金 11,750
資本剰余金 9,315
利益剰余金 148,666
自己株式 △ 4,916

その他の包括利益累計額 2,144
その他有価証券評価差額金 2,523
為替換算調整勘定 694
退職給付に係る調整累計額 △ 1,074

非支配株主持分 2,260

純資産合計 169,220
負債・純資産合計 224,357
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連結損益計算書（自 平成28年4月1日 〜 至 平成29年3月31日） (単位：百万円)

売上高 257,734
売上原価 203,276

売上総利益 54,457
販売費及び一般管理費 44,983

営業利益 9,474
営業外収益

受取利息 71
受取配当金 272
持分法による投資利益 6
補助金収入 149
受取保険金 181
その他 207 889

営業外費用
為替差損 46
保険解約損 69
賃貸費用 44
損害賠償金 86
その他 51 298

経常利益 10,065
特別利益

固定資産受贈益 60
投資有価証券売却益 109
その他 26 196

特別損失
固定資産除却損 128
事業所移転費用 181
災害による損失 130
その他 96 536

税金等調整前当期純利益 9,725
法人税、住民税及び事業税 2,983
法人税等調整額 692 3,675

当期純利益 6,050
非支配株主に帰属する当期純利益 173
親会社株主に帰属する当期純利益 5,876
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連結株主資本等変動計算書（自 平成28年4月1日 〜 至 平成29年3月31日） (単位：百万円)

株主資本
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 11,750 9,270 145,544 △ 4,916 161,648
会計方針の変更による累積的影響額 20 20

会計方針の変更を反映した当期首残高 11,750 9,270 145,565 △ 4,916 161,668
当期変動額

剰余金の配当 △ 2,774 △ 2,774
親会社株主に帰属する当期純利益 5,876 5,876
自己株式の取得 △ 0 △ 0
非支配株主との取引に係る親会社の持分変動 45 45
株主資本以外の項目の当期変動額(純額)

当期変動額合計 ― 45 3,101 △ 0 3,147
当期末残高 11,750 9,315 148,666 △ 4,916 164,816

その他の包括利益累計額
非支配株主

持分
純資産
合計

その他
有価証券

評価差額金

為替換算
調整勘定

退職給付
に係る調整

累計額

その他の
包括利益

累計額合計
当期首残高 2,151 1,027 △ 1,096 2,083 2,053 165,784

会計方針の変更による累積的影響額 20
会計方針の変更を反映した当期首残高 2,151 1,027 △ 1,096 2,083 2,053 165,805
当期変動額

剰余金の配当 △ 2,774
親会社株主に帰属する当期純利益 5,876
自己株式の取得 △ 0
非支配株主との取引に係る親会社の持分変動 45
株主資本以外の項目の当期変動額(純額) 372 △ 332 21 60 207 267

当期変動額合計 372 △ 332 21 60 207 3,415
当期末残高 2,523 694 △ 1,074 2,144 2,260 169,220
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貸借対照表（平成29年3月31日現在） (単位：百万円)

資産の部
流動資産 102,367

現金及び預金 50,095
受取手形 3,682
売掛金 33,511
有価証券 402
商品及び製品 6,818
仕掛品 182
原材料及び貯蔵品 513
前払費用 751
繰延税金資産 639
未収入金 2,179
その他 3,708
貸倒引当金 △ 118

固定資産 102,015
有形固定資産 65,249
建物 31,225
構築物 330
機械及び装置 8,337
車輌運搬具 12
工具、器具及び備品 2,777
土地 22,238
リース資産 32
建設仮勘定 293

無形固定資産 4,646
ソフトウエア 4,407
その他 239

投資その他の資産 32,119
投資有価証券 18,974
関係会社株式 9,913
破産更生債権等 88
長期前払費用 136
敷金及び保証金 809
保険積立金 1,884
その他 462
貸倒引当金 △ 150

資産合計 204,382

負債の部
流動負債 44,738

支払手形 1,149
電子記録債務 12,476
買掛金 21,123
未払金 1,350
未払費用 4,870
未払法人税等 65
未払消費税等 85
賞与引当金 1,510
役員賞与引当金 60
資産除去債務 32
設備関係支払手形 330
営業外電子記録債務 1,508
その他 177

固定負債 872
繰延税金負債 65
役員退職慰労引当金 9
資産除去債務 777
その他 20

負債合計 45,611

純資産の部
株主資本 156,279

資本金 11,750
資本剰余金 9,270

資本準備金 9,270
利益剰余金 140,175

利益準備金 2,619
その他利益剰余金 137,556

別途積立金 106,195
繰越利益剰余金 31,360

自己株式 △ 4,916

評価・換算差額等 2,491
その他有価証券評価差額金 2,491

純資産合計 158,770
負債・純資産合計 204,382
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損益計算書（自 平成28年4月1日 〜 至 平成29年3月31日） (単位：百万円)

売上高 207,744
売上原価 174,085

売上総利益 33,658
販売費及び一般管理費 34,036

営業損失 △ 377
営業外収益

受取利息 27
有価証券利息 35
受取配当金 5,854
設備賃貸料 6,294
その他 847 13,058

営業外費用
賃貸収入原価 5,940
為替差損 15
その他 245 6,201

経常利益 6,478
特別利益

固定資産受贈益 60
投資有価証券売却益 105
子会社株式売却益 25
投資損失引当金戻入額 29
その他 10 230

特別損失
固定資産除却損 100
事業所移転費用 95
災害による損失 116
その他 23 335

税引前当期純利益 6,373
法人税、住民税及び事業税 130
法人税等調整額 284 414

当期純利益 5,959
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株主資本等変動計算書（自 平成28年4月1日 〜 至 平成29年3月31日） (単位：百万円)

株主資本

資本金
資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計
資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金 その他利益剰余金 利益剰余金合計別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 11,750 9,270 9,270 2,619 106,195 28,155 136,970 △ 4,916 153,074
会計方針の変更による
累積的影響額 20 20 20

会計方針の変更を反映
した当期首残高 11,750 9,270 9,270 2,619 106,195 28,176 136,991 △ 4,916 153,094

当期変動額

剰余金の配当 △ 2,774 △ 2,774 △ 2,774

当期純利益 5,959 5,959 5,959

自己株式の取得 △ 0 △ 0
株主資本以外の項目
の当期変動額(純額)

当期変動額合計 ― ― ― ― ― 3,184 3,184 △ 0 3,184

当期末残高 11,750 9,270 9,270 2,619 106,195 31,360 140,175 △ 4,916 156,279

評価・換算差額等
純資産合計

その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計

当期首残高 2,098 2,098 155,172
会計方針の変更による
累積的影響額 20

会計方針の変更を反映
した当期首残高 2,098 2,098 155,192

当期変動額

剰余金の配当 △ 2,774

当期純利益 5,959

自己株式の取得 △ 0
株主資本以外の項目
の当期変動額(純額) 393 393 393

当期変動額合計 393 393 3,578

当期末残高 2,491 2,491 158,770
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書　謄本

独立監査人の監査報告書

平成29年5月12日

トッパン・フォームズ株式会社

取　締　役　会　　御　中

PwCあらた有限責任監査法人
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 仲 澤　孝 宏　㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 千 葉　達 哉　㊞

　当監査法人は、会社法第444条第4項の規定に基づき、トッパン・フォームズ株式会社の平成28年4月

1日から平成29年3月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益

計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類
を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類
を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する
意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に
準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかに
ついて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
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　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施され
る。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリス
クの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するため
のものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案す
るために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者
が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての
連結計算書類の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に準拠して、トッパン・フォームズ株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係
る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は
ない。

以　上
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会計監査人の監査報告書　謄本

独立監査人の監査報告書

平成29年5月12日

トッパン・フォームズ株式会社

取　締　役　会　　御　中

PwCあらた有限責任監査法人
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 仲 澤　孝 宏　㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 千 葉　達 哉　㊞

　当監査法人は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、トッパン・フォームズ株式会社の平成28
年4月1日から平成29年3月31日までの第63期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算
書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及
びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示
のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を
整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属
明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められ
る監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重
要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監
査を実施することを求めている。
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　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手
続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明
細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効
性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応
じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内
部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によっ
て行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含ま
れる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる
企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべ
ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は
ない。

以　上
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監査役会の監査報告書　謄本

監査報告書
　当監査役会は、平成28年4月1日から平成29年3月31日までの第63期事業年度の取締役の職務の執行
に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり
報告いたします。

1．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
⑴ 監査役会は、監査の方針、監査計画等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報

告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に
応じて説明を求めました。

⑵ 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、監査計画等に従い、取
締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努
めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。
① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報

告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所にお
いて業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役及び
監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました｡

② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するため
の体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要な
ものとして会社法施行規則第100条第1項及び第3項に定める体制の整備に関する取締役会決
議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及
び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求
め、意見を表明いたしました。

③事業報告に記載されている会社法施行規則第118条第5号イの留意した事項及び同号ロの判断
及び理由については、取締役会その他における審議の状況等を踏まえ、その内容について検討
を加えました。

④ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証すると
ともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めま
した。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会
社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28
日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました｡
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　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損
益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借
対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

2．監査の結果
⑴ 事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと
認めます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認めら
れません。

③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制
システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は
認められません。

④ 事業報告に記載されている親会社等との取引について、当該取引をするに当たり当社の利益を
害さないように留意した事項及び当該取引が当社の利益を害さないかどうかについての取締役
会の判断及びその理由について、指摘すべき事項は認められません。

⑵ 計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人PwCあらた有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

⑶ 連結計算書類の監査結果
　会計監査人PwCあらた有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

平成29年5月16日
トッパン・フォームズ株式会社　監査役会

常勤監査役 堀　喬一 ㊞
監  査  役 木下　德明 ㊞
監  査  役 佐久間國雄 ㊞
監  査  役 尾畑亜紀子 ㊞

(注) 監査役 木下德明、尾畑亜紀子は、会社法第2条第16号及び第335条第3項に定める社外監査役であります。

以上

36

監査役会の監査報告書



メモ欄

2017/05/29 17:17:39 / 17297584_トッパン・フォームズ株式会社_招集通知（Ｃ）

37

メモ欄1



メモ欄

2017/05/29 17:17:39 / 17297584_トッパン・フォームズ株式会社_招集通知（Ｃ）

38

メモ欄2



株主総会会場のご案内

2017/05/29 17:17:39 / 17297584_トッパン・フォームズ株式会社_招集通知（Ｃ）

交　通
● JR「新橋駅」より徒歩約8分
● 東京臨海新交通ゆりかもめ「汐留駅」より徒歩約1分

ルート 1 歩行デッキからのルート

■ 会 場　東京都港区東新橋一丁目7番3号　トッパンフォームズビル1階ホール

ゆりかもめ汐留駅

ゆりかもめ
新橋駅

ゆりかもめ
新橋駅
（入口）

地上・デッキ階用エレベーター

汐留大通

汐留タワー 汐留メディア
タワー

日本テレビ
タワー

日本テレビ
大時計

汐留シティ
センター

ローソン

線
号
２
状
環

烏森改札
JR新橋駅

トッパンフォームズ

歩
行
デ
ッ
キ

地下通路からのルートは次頁（40頁）をご覧ください。
※なお、駐車スペースが少ないためお車でのご来場はご遠慮ください。
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交　通
● JR、東京メトロ銀座線、都営地下鉄浅草線「新橋駅」より徒歩約8分
● 都営地下鉄大江戸線「汐留駅」より徒歩約2分

地下通路から地上（1F）へは、地上・デッキ階用エレベーターFがご利用になれます。

ルート 2 地下通路からのルート
■ 会 場　東京都港区東新橋一丁目7番3号　トッパンフォームズビル1階ホール

TOWER
mini

花壇

トッパンフォームズ

JR 新橋駅

都営浅草線 新橋駅

都営大江戸線 汐留駅（B2F）

銀座線 新橋駅

汐留改札

烏森改札

PLAZA

汐留シティ
センター

カレッタ汐留

電通本社ビル

地
下
通
路

TULLY’S COFFEE

日本テレビ
タワー

地上・デッキ階用
エレベーターファミリーマート

ファミリー
マート

亀の噴水

汐留タワー 汐留メディア
タワー

歩行デッキからのルートは前頁（39頁）をご覧ください。 見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。※なお、駐車スペースが少ないためお車でのご来場はご遠慮ください。
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地図（ルート２）




